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Ⅰ．はじめに
　高校への進学率は97％を超えており、後期中等教育は準義務化している。準義務化すれば、高校
は行っても行かなくてもよいものではなく、15歳の春を迎える子どもたちにとっては、文字通り
「義務」として受け止められる。実際にも高等学校に進学しなければ「中卒」というマイノリティの
ラベルを貼られることになってしまう。その意味で高校は、10代後半の３年間の身を寄せる場所と
して位置付いている。それとともに、進学、就職など卒業後の進路が分化し、それに応じた高校教
育が提供される。高校生活は、進学した学校の種類によって大きく影響を受ける。もちろん、この
ことは今に始まったことではない。
　また、消費社会や情報化社会が進展するにつれて、そうした社会の変化に高校生も影響を受け
る。例えば携帯電話は、その普及とともに高校生にとっての必需品になり、従来のコミュニケー
ションのあり方を大きく変えつつある。また、携帯電話の代金を支払わねばならず、そのことがア
ルバイトに向かわせていることは否めない。
　本稿では、以上のような環境のもとで、今日の高校生が学校の内外でどのような事柄に多くの時
間を費やし、関心を持ちながら生活しているのか、将来の進路や社会規範についてどのような価値
意識を有しているのか、そして、アルバイトやケータイとどのように関わっているのかなどを、ア
ンケート調査をもとに明らかにするものである。

Ⅱ．先行研究の検討
　ここで、教育社会学の分野を中心に、高校生を対象とした先行研究について触れておきたい。と
いうのも、後期中等教育に位置づけられる高等学校は、少子化の影響もあって卒業後の進学事情が
激変しており、就職するにしても労働市場との関係が大きく変容している。また、インターネット
や携帯電話の普及に伴って、子どもたちのコミュニケーションのあり方も変わりつつある。そうし
た局面を実態調査によって明らかにした、注目すべき研究成果がいくつか見られるからである。
　まず、学習時間や学習意欲についてである。今の高校生は勉強をしなくなったといわれる。この
背景には、労働体系の変化とともに、少子化に伴う大学全入時代の到来も少なからず影響してい
る。耳塚は、高校生の家庭での学習時間は全体として減少を続けていること、学業達成意欲の減
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退が目立ち、「ほどほどの大学」志向が強まったという。こうした生徒の学習からの離脱をもっと
も鮮やかに映し出しているのが、セカンド・ランク（地域で２ないし４番手の進学実績の高校）の
高校生である。1990年時点では、彼らの学習時間は112.1分とトップランクの高校生（114.9分）と肩
を並べていたものが、その後減少の一途をたどり、2006年には60.3分にまで落ち込んだ。これは、
1990年の半分強である。こうした事情をもとに、少子化を背景に易しくなった大学入試の恩恵を最
も受けたのは、この層の高校生であるという（耳塚寛明『第４回　学習基本調査報告書（高校生版）
－調査の結果からみえること』Benesse　教育研究開発センター、2007年）。
　「若者と仕事」の変化も、現在の高校生を考えるにあたって重要である。若年労働力に対するコ
スト削減や機械技術の進歩によって、雇用者側は、高い技術を有する中高年よりも、安価な契約社
員やフリーターを選択する傾向を強めていった。正社員であっても将来が約束されているわけでは
なく、リストラは、いつ誰においても降りかかってくる可能性がある。このような状況を目の当た
りにして、若年層には将来に対する不安とともに、「今が楽しければそれで満足」という風潮が広
まってきた。苅谷は、「将来のことを考えるよりも今の生活を楽しみたい」と思い、「あくせく勉強
してよい学校や会社に入っても、将来の生活に大した変わりはない」と感じる度合いが大きくなっ
たこと、とりわけ、社会階層・下位グループの生徒にとっては、学校での成功をあきらめ、現在の
生活を楽しもうと意識の転換をはかることで、自己の有能感を高めていると述べている（苅谷剛彦
『階層化日本と教育危機』有信堂、2001年）
　同時に、若者の離職の問題がクローズアップされ、キャリア教育の必要性が強調されるように
なった。内閣府の調査によると、新卒後３年以内に会社を辞めた若年者の割合を見ると、大卒では
87年３月卒では28.4％であったものが、2002年３月卒では34.7％に、また高卒では同じく46.2％か
ら48.6％へと高まっている。このような新卒者の早期離職率の高まりの背景として、景気低迷時に
卒業したため思うような就職ができなかった若年者が、希望どおりの仕事に就くため離職すると
いう景気循環に基づく要因が考えられる（内閣府『平成18年度　国民生活白書』2006年）。こうした
離職の問題は、フリーターの問題と重ねて検討されるようになると同時に、若者バッシングの言
説が広がりを見せた。こうした傾向に批判的な本田は、フリーターを若者の意識の問題に還元す
るのではなく、「学校経由の就職」が環境に適応できなくなっていること、「学校経由の就職」から
脱却して、「教育の職業的意義（レリバンス）」を回復させることを提言している（本田由紀『若者と
仕事』東京大学出版会、2005年）。古賀は、高卒フリーターのエスノグラフィックな研究を展開し、
フリーターはなぜ産み出されていくのか、そのプロセスからフリーター問題に接近している。そし
て、「「フリーター」問題は、意欲を欠くだらしない若者の現れでもなければ、自由な自己を夢見る
若者たちの総称でもなく、今日の社会の「ライフコース観念の揺らぎ」を、またその揺らぎに巻き
込まれている若者たちの姿を、象徴的に示している出来事なのである」と結論づけるのである（古
賀正義『高卒フリーターの産出過程に関するエスノグラフィー研究』科学研究費補助金研究成果報
告書、2006年、23頁）。
　高校生の消費生活についてはどうか。これについては、財団法人日本青少年研究所が実施した
「高校生の消費に関する調査－日本・アメリカ・中国・韓国の比較－」を取り上げてみたい。この
調査は、21世紀にはいり、情報化、消費化が進んでいる日本において、高校生たちはどのような消
費意識を持ち、どのような消費行動をとっているかを、アメリカや中国、韓国の高校生と比較しな
がら実施したものである。調査結果をみると、「親から定期的に小遣いをもらっている」割合、「今
年もらったお年玉の金額」、「現在の貯金額」、「携帯電話を持っている」割合が、いずれも他の三ヵ
国に比べ多いことが特徴である。また、ブランドや流行について、「テレビ、雑誌、新聞の広告に
影響されるほうだ」「最新流行のファッションを一度はしてみたいほうだ」「気にいるものであれば、
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値段が高くても買うほうだ」に、「はい」と答える割合が高く、日本の高校生が消費社会の一員とし
て、より組み込まれていることを物語っている（財団法人日本青少年研究所編『高校生の消費に関
する調査　－日本・アメリカ・中国・韓国の比較－』財団法人日本青少年研究所、2008年）。
　高校生の規範意識についての先行研究にも触れておきたい。高校生の規範意識は、学校や教師が
期待するものと必ずしも合致するものではない。高校生たちは、学校以外の青年文化や親近感をも
つ階層文化やマスコミの影響などの中で、選択的に独自な価値規範を形成していくからである。米
川らは、家族に対する価値意識と学校に対する価値意識とは比較的独立したものとして形成され、
その二つの意識の上に社会的モラルが形成されるのではないかと述べている。また、学校に対する
価値意識の尺度として、学校への帰属意識・規範意識・愛校心・期待など学校生活に関わる価値規
範の11項目を考え、それと、性別、成績、学校環境との関連を探っている。その結果、女子のほう
が男子に比べ、学校に対する価値意識が高いこと、また、成績が上位のもの、学校環境としてはク
ラブ活動が盛んな学校、また、学校行事が盛んな学校ほど、学校に対する価値意識が上位に位置す
るとしている（米川秀樹『現代高校生の規範意識の変容と基底要因に関する研究－大都市高校生の
規範意識調査の分析をもとに－』日本教育社会学会第54回大会発表要旨集録、2002年）。

Ⅲ．調査の手順と方法
　本研究は、こうした先行研究を押さえた上で、特にアンケートの作成については東京大学教育学
部教育社会学研究室（藤田英典ほか）が実施した、「中学生・高校生の意識調査－1980年代後半の調
査より－」（1986，1987，1988，1989，1990年度）を参考にした。また、香川県生活環境部青少年
女性課が行った、「香川県の青少年及び保護者の意識と行動に関する調査」（2001年３月報告）につ
いても参考にしている。
　アンケート調査は2008年６月～７月にかけて実施した。調査対象は、香川県下の公立高等学校15
校、全日制（普通科・専門学科・総合学科）の１～３年生を対象とした。調査は、基本的には各校
各学年１クラスもしくは２クラスずつを対象に行った。その際、平成19年度香川県高等学校生徒数

表１　地域別生徒数 （人）
　 普通科 専門学科
東讃 （Ａ） 102 （Ｋ） 79

高松

（Ｂ） 117 （Ｄ） 196
（Ｃ） 109 　
（Ｄ） 89 　
（Ｅ） 157 （Ｌ） 78

中讃
（Ｆ） 113 （Ｍ） 195
（Ｇ） 107 （Ｎ） 177
（Ｈ） 118 （Ｏ） 69

西讃 （Ｉ） 113 　 　
（Ｊ） 78 （Ｊ） 29

　 計 1,103 　 823
計 1,926

表２　学年別生徒数・割合（人）
１年 676 35.1％
２年 609 31.6％
３年 641 33.3％
計 1,926 100.0％

表３　男女別生徒数・割合（人）
男子 860 44.7％
女子 1064 55.3％
計 1,924 100.0％

表４　学校分類別生徒数・割合 （人）
普通科Ⅰ（４校） 489 25.4％
普通科Ⅱ（６校） 614 31.9％
専門学科（７校） 823 42.7％

計 1,926 100.0％

表５　学科別生徒数　（人）
農業 （Ｌ） 　78 （Ｄ） 109 　 187 22.7％
商業 （Ｍ） 195 （Ｊ） 　29 　 224 27.2％
工業 （Ｎ） 177 （Ｏ） 　26 　 203 24.7％
家政 （Ｋ） 　79 （Ｄ） 　87 （Ｏ） 　43 209 25.4％

計 823 100.0％
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表６　平日の生活時間（平均時間；単位　分）
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．テレビを見たり、ラジオを聞いたりする 104.0 　99.1 107.8 　93.8 105.6 108.8
２．マンガや雑誌を読む 　41.0 　43.1 　39.4 　32.0 40.4 　47.0
３．小説や教養書などの本を読む 　18.8 　17.2 　20.2 　15.2 19.7 　20.4
４．友だちと携帯や電話で話したり、メールしたりする 　74.0 　59.4 　85.6 　59.9 76.0 　80.9
５．パソコンや携帯でインターネットをする 　58.2 　51.3 　63.6 　47.1 58.1 　64.8
６．勉強をする 　35.2 　30.6 　38.9 　63.9 39.9 　14.4 
７．新聞を読む 　6.3 　8.5 　4.6 　6.5 6.2 　6.3

表７　平日のテレビ視聴時間
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

平均時間（分） 110.9 105.8 115.0 　96.9 111.8 118.5
１．30分以内 　　12.1％ 　　13.9％ 　　10.7％ 　　11.9％ 　　10.0％ 　　13.8％
２．１時間ぐらい 　　21.0％ 　　23.5％ 　　18.9％ 　　28.4％ 　　20.1％ 　　17.2％
３．１時間30分ぐらい 　　11.9％ 　　11.6％ 　　12.1％ 　　14.6％ 　　13.9％ 　　8.7％
４．２時間ぐらい 　　25.5％ 　　24.9％ 　　26.0％ 　　26.7％ 　　27.5％ 　　23.2％
５．２時間30分ぐらい 　　7.9％ 　　7.0％ 　　8.6％ 　　8.8％ 　　7.7％ 　　7.5％
６．３時間ぐらい 　　13.3％ 　　12.1％ 　　14.2％ 　　7.2％ 　　13.3％ 　　16.9％
７．それ以上 　　8.4％ 　　7.1％ 　　9.4％ 　　2.3％ 　　7.5％ 　　12.7％

を参考にし、各地域別人数・学科別人数において香川県の縮図になるように配慮した。ただし、普
通科生徒数の割合に比べ専門学科生徒数の割合がかなり高くなっている。これは、今回の調査では
専門学科生徒の実態分析により力点が置かれており、普通科生徒については比較対象として位置づ
けたためである。
　調査方法は、教室での集合自記式質問紙法とし、ありのままの回答が得られるよう、共同研究者
の一人である中西が、できるだけ教室に出向き、配布と回収を直接おこなった。また、やむをえず
調査対象校の教師がおこなう場合は、被調査者（高校生）のプライバシーが守られるよう、回答後
のアンケート用紙は封筒に入れて回収を行うなどの措置をとった。
　こうして回収した調査票のうち、記入もれ等回答不備のものを除いて、合計1,926名を分析の対
象にした。この1,926名を「地域別」、「学年別」、「男女別」、「学校分類別」１）、さらに専門学科の生
徒については「学科別」にみたのが、表１～表５である（表中の（Ａ）～（Ｏ）は協力校名をそれぞれ
アルファベットで表示したものである）。なお、分析にあたっては、分析対象となった生徒の全体
的傾向を示すとともに、男女別データ、学校分類別データを中心に進めていくことにしたい。

Ⅳ．調査結果
１．家庭と放課後の過ごし方
１－１　平日の家庭での生活
　現代の高校生は、日常生活の中でどんな事柄に多くの時間を費やしているのだろうか。この点を
探るために、平日の生活時間について尋ねた結果が表６である２）。これをみると、「テレビを見た
り、ラジオを聞いたりする」が平均104分ともっとも長く、次いで「友だちと携帯や電話で話したり、
メールしたりする」74分、「パソコンや携帯でインターネットをする」58分などとなっている。反対
に「新聞を読む」６分、「勉強をする」35分となっており、家庭での勉強は非常に限られた時間しか
使われていない。新聞についてはほとんど読まれていない実態が浮かび上がる。
　これを男女別、学校分類別にみてみよう。男女別にみると、「テレビを見たり、ラジオを聞いた
りする」「友だちと携帯や電話で話したり、メールしたりする」「パソコンや携帯でインターネッ
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表８　平日の授業以外の勉強時間
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

平均時間(分） 53.5 49.3 56.9 85.4 61.6 28.5
１．０時間 　32.7％ 　35.1％ 　30.8％ 　　9.0％ 　28.3％ 　50.1％
２．30分以内 　20.8％ 　21.5％ 　20.2％ 　16.0％ 　19.9％ 　24.5％
３．30分から～１時間 　14.2％ 　13.5％ 　14.8％ 　18.0％ 　14.7％ 　11.7％
４．１～1.5時間 　10.4％ 　12.3％ 　　8.9％ 　17.0％ 　　9.3％ 　　7.3％
５．1.5～２時間 　　9.4％ 　　7.4％ 　11.0％ 　16.0％ 　12.5％ 　　3.2％
６．２～３時間 　　7.8％ 　　6.2％ 　　9.1％ 　15.7％ 　　9.4％ 　　1.8％
７．３～４時間 　　2.8％ 　　1.7％ 　　3.7％ 　　6.3％ 　　3.1％ 　　0.5％
８．４～５時間 　　0.9％ 　　1.2％ 　　0.8％ 　　1.2％ 　　1.8％ 　　0.1％
９．５～６時間 　　0.4％ 　　0.3％ 　　0.5％ 　　0.6％ 　　0.5％ 　　0.2％
10．６時間以上 　　0.5％ 　　0.7％ 　　0.3％ 　　0.2％ 　　0.5％ 　　0.6％

トをする」などの項目で、女子の時間が長くなっている。とくに「友だちと携帯や電話で話したり、
メールしたりする」では、男子に比べて25分以上も長い。
　高校分類別にみると、「テレビを見たり、ラジオを聞いたりする」「友だちと携帯や電話で話した
り、メールしたりする」「パソコンや携帯でインターネットをする」などの項目では「専門学科」の
生徒の利用時間が長くなっており、「勉強する」では「普通科Ⅰ」が約64分と多く、「専門学科」の生
徒は14分程度と短い。「新聞を読む」については、学校分類間で差がみられなかった。
　ここで、平日の生活時間のなかで「テレビを見たり、ラジオを聞いたりする」時間がもっとも長
かったことから、テレビ視聴についてもう少し詳しくみてみよう。表７は平日のテレビ視聴時間に
ついて尋ねたものである。
　全体では、平日「２時間ぐらい」テレビを見ていると答えた生徒が25.5％でもっとも多かった。
「３時間以上」（「３時間くらい」＋「それ以上」）と答えた者も21.7％あった。表６の「テレビを見たり、
ラジオを聞いたりする」という質問では、平均時間は104分であった。ここでの平均値が110.9分で
あるので、「テレビを見たりラジオを聞いたりする」という中身はほとんどテレビであることがわ
かる。反面で、かつて「深夜放送」として高校生の支持を集めた「ラジオ」というメディアは、今の
高校生にとっては疎遠である。
　勉強時間についても同様に、独立させて尋ねている。より正確に値をつかみたいと考えたからで
ある。この質問では、平日の授業以外の勉強時間（テスト発表期間中やテスト期間中は除いている。
なお、塾や予備校、放課後学校に残って勉強する時間などは含んでいる）を尋ねた。それが表８で

図１　平日の勉強時間０時間の割合
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表９　部・同好会の所属率
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

所属率 72.8％ 76.9％ 69.6％ 79.1％ 77.0％ 66.0％

表10　放課後の主な活動
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．まっすぐ家へ帰る 26.1％ 25.3％ 26.8％ 24.8％ 25.0％ 27.8％
２．友だちと話をする 17.7％ 15.3％ 19.7％ 16.2％ 18.1％ 18.4％
３．友だちと遊びに行く 11.8％ 11.8％ 11.8％  8.5％ 10.8％ 14.7％
４．一人で街をぶらぶらする  2.1％  3.0％  1.4％  1.7％  1.8％  2.6％
５．何となく学校に残っている  2.9％  2.7％  3.1％  2.4％  3.6％  2.7％
６．部活動に参加する 30.8％ 34.2％ 28.1％ 35.0％ 31.8％ 27.3％
７．委員会活動に参加する  0.7％  1.1％  0.4％  0.7％  0.8％  0.6％
８．アルバイトをする  2.2％  1.3％  2.9％  0.0％  1.9％  3.8％
９．塾や予備校に行く  4.0％  4.1％  4.0％  9.1％  4.7％  0.3％
10．その他  1.7％  1.3％  1.9％  1.6％  1.6％  1.8％

ある。
　表６では、平日の「勉強をする時間」の平均は35分であった。表８では、平日の授業以外の勉強
時間は平均で53.5分となっている３）。これは塾での勉強時間等が加わったためである。テスト発表
期間中やテスト期間中を除いた平日においては、塾や予備校、また放課後学校に残って勉強する
時間などすべて含んだ勉強時間が、「０時間」「30分以内」と答えた生徒の割合は、全体で53.5％に
達している。この数字は学校分類間で大きな差がある。「普通科Ⅰ」では25.0％、「普通科Ⅱ」では
48.2％、これに対して「専門学科」では74.6％であった。
　特に、授業以外の勉強時間「０時間」と答えた割合に注目したい。これは、学校分類間で大きな
差がある。平日、授業以外ではまったく学習時間をとらない生徒が、「普通科Ⅰ」で9.0％、「普通科
Ⅱ」で28.3％であるのに対し、「専門学科」で50.1％、全体では32.7％と３分の１の割合で存在すると
いうことになる。この数字をどう考えればよいのであろうか。もう少し詳しく見るため、この項目
について学校分類ごと、学年ごとに集計したのが図１である。
　「普通科Ⅰ」では平日授業以外に全く勉強しない生徒が、１年生では9.3％、２年生では15.0％と
増えているが、３年生になると2.1％と減る。「普通科Ⅱ」では、１年生21.4％、２年生31.9％、３年
生32.6％と、２年生から３年生では横ばいとなる。「専門学科」では、１年生34.2％、２年生53.1％、
３年生61.0％と、学年が上がるにしたがって増えていることがわかる。学校分類別にみると、学年
が上がるにつれて、学習時間の「格差」が拡大しているといえよう。

１－２　平日の放課後の生活
　高校生の放課後時間の過ごし方で代表的なものといえば、部活動である。そこで、部・同好会へ
の所属率をみたのが表９である。これをみると、部・同好会への所属率は全体で72.8％となってお
り、男女別にみると男子の所属率が高い。また､専門学科の生徒は「普通科Ⅰ」「普通科Ⅱ」と比較
して、入部率が低くなっている。放課後に行われる各学科での作業や作品製作、当番、また各種検
定などの影響が考えられる。また、アルバイトと関連しているのかもしれない。アルバイトについ
ては改めて項目を立てて考察していきたい。

１－３　放課後おもに何をしているのか
　表10は、このアルバイトも含めて、高校生が放課後をどのように過ごし、何に時間を費やしてい
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表11　学校生活全般に対する評価（ 「そう思う」割合（％））
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．学校生活は楽しい 80.6％ 81.0％ 80.2％ 85.5％ 82.2％ 76.4％
２．クラスに親しみを感じる 77.8％ 79.7％ 76.4％ 81.8％ 76.7％ 76.3％
３．学校の休み時間は楽しい 84.6％ 83.3％ 85.7％ 86.0％ 83.2％ 84.9％
４．気軽に話し合える先生が多い 51.5％ 51.7％ 51.3％ 51.7％ 48.0％ 53.8％
５．就職や進学について友人と話すことが多い 49.6％ 42.6％ 55.2％ 55.7％ 51.3％ 44.6％
６．クラスに気の合う人が多い 73.4％ 75.9％ 71.3％ 79.1％ 70.2％ 72.3％
７．校則は厳しい 60.4％ 54.9％ 64.9％ 50.3％ 54.5％ 70.8％
８．先生の言うことに納得がいかないことがある 67.0％ 65.7％ 67.9％ 67.2％ 64.8％ 68.5％
９．学校をやめたいと思うことがある 33.9％ 29.8％ 37.1％ 26.6％ 31.3％ 40.1％
10．進路に役立つ授業が多い 51.3％ 51.2％ 51.3％ 57.4％ 41.1％ 55.2％
11．自分の興味、関心にあった授業が多い 38.2％ 39.6％ 37.1％ 38.3％ 29.5％ 44.6％

るのかを尋ねた結果である（この設問では、多い順に３つまで回答を求めたので、１位には３点、
２位には２点、３位には１点を与え、合計得点全体に占める割合を％で表わした）。
　この結果から、彼らの放課後の様子がうかがえる。全体でみると、多い順に「部活動に参加する」
（30.8％）、「まっすぐ家へ帰る」（26.1％）、「友だちと話をする」（17.7％）と続いている。男女の違
いをみると、「友だちと話をする」割合が女子に多い。専門学科の生徒は、「友だちと遊びに行く」
と答えた割合が、普通科Ⅰ、普通科Ⅱの生徒よりも多く、放課後を「遊び」に使っている様子がう
かがえる。

２．学校生活について
２－１　学校生活に対しての意識
　ここでは、高校生が学校生活をどのように過ごし、また、どのように評価しているのかを検討し
ていきたい。表11は、「学校生活は楽しい」「クラスに親しみを感じる」など11の項目を取り上げ、
「そう思う」（「とてもそう思う」＋「ややそう思う」）と回答した割合を示したものである。
　「学校生活は楽しい」をみると、全体の80.6％が「そう思う」と答えており、また、77.8％が「クラ
スに親しみを感じる」、73.4％が「クラスに気の合う人が多い」と回答している。「学校の休み時間は
楽しい」と答えた生徒も84.6％と高い割合である。これらの項目を見る限りでは、多くの高校生が
学校生活に適応し、「楽しく」過ごしていることがわかる。
　反面で、「気軽に話し合える先生が多い」に「そう思う」と答えた生徒は51.5％、「先生の言うこと
に納得がいかないことがある」に「そう思う」と答えた生徒は67.0％に達しており、生徒と教師との
人間関係は必ずしも万全ではない。また、「学校をやめたいと思うことがある」に33.9％の生徒が
「そう思う」と答えている。もちろん、「やめたいと思うこと」と実際に「やめること」の間には大き
な隔たりがある。このことは、平成19年度の香川県公立高校の退学者数は252名（定時制を含む）で、
全体の１％強であったことからも理解できる。とはいえ、３人に１人が、「学校をやめたいと思う
ことがある」と回答している現実は直視する必要がある。この項目を男女別にみると、「そう思う」
と答えている割合は女子に多い。また、学校分類別にみると「専門学科」で、この割合が多くなっ
ている。
　表11の説明を続けてみよう。「進路に役立つ授業が多い」に 51.3％が、「自分の興味、関心にあっ
た授業が多い」に 38.2％が、「そう思う」と答えており、自分の興味・関心には合わないが、進路に
役立つのでといった実態をかいまみることができる。なお、この２つの項目では「普通科Ⅱ」で特
に低くなっている。「自分の興味、関心にあった授業が多い」には、専門学科の44.6％が「そう思う」
と答えており、専門学科ならではの特徴がみえる。「就職や進学について友人と話すことが多い」
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表12　登校の目的
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．学校へは勉強をするために来ている 73.5％ 71.5％ 75.0％ 80.4％ 75.6％ 67.7％
２．学校へは友だちと話をするために（会うために）来ている 82.1％ 76.7％ 86.5％ 85.9％ 80.5％ 81.1％
３．学校へは部活をするために来ている 52.6％ 60.0％ 46.7％ 61.1％ 50.7％ 48.9％
４．学校へは他に行くところがないのでとりあえず来ている 23.9％ 26.5％ 21.8％ 18.2％ 23.6％ 27.7％

表13　授業に対する評価（「あてはまる」の割合）
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．授業はわかりやすい 66.8％ 67.1％ 66.6％ 77.3％ 65.3％ 61.6％
２．予習をする 20.2％ 16.5％ 23.1％ 39.7％ 19.4％  9.1％
３．授業にまじめに参加する 80.7％ 78.3％ 82.7％ 85.3％ 82.7％ 76.5％
４．ノートをきちんととる 91.0％ 88.1％ 93.3％ 93.0％ 90.9％ 89.8％
５．授業には満足できる 55.2％ 56.8％ 53.9％ 64.2％ 51.9％ 52.2％

表14　授業の理解度
全体 男 女  普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．ほとんど全部わかる 　4.6％ 　6.6％ 　2.9％ 5.9％ 　4.2％ 　4.0％
２．７割くらいわかる 33.3％ 32.8％ 33.7％ 44.9％ 33.6％ 26.2％
３．半分くらいわかる 44.3％ 42.0％ 46.2％ 37.7％ 46.6％ 46.5％
４．３割くらいわかる 12.8％ 14.0％ 11.8％ 　8.8％ 12.2％ 15.6％
５．ほとんどわからない 　5.0％ 　4.7％ 　5.4％ 　2.7％ 　3.4％ 　7.7％

に「そう思う」と答えた生徒は49.6％であり、この割合は女子に多い。また、「校則は厳しい」に「そ
う思う」と回答した割合も女子が多い。学年によって異なることも予想されるが、友だちとの会話
に、就職や進学についての話題が多いと答えた生徒は、約半数であった。

２－２　登校の目的
　表12は、登校目的を、それぞれの項目ごとに４件法で尋ねたものである。「あてはまる」（「とて
もよくあてはまる」＋「ややあてはまる」）と答えた割合が最も多いのは「学校へは友だちと話をする
ために（会うために）来ている」とするもので、82.1％の生徒が「あてはまる」と答えている。この項
目については、女子が男子に比べ10％近く高い。
　「学校へは勉強をするために来ている」には、73.5％の生徒が「あてはまる」と答えている。「学校
へは友だちと話をするために (会うために )来ている」ことよりも低い数値であり、これが現代高校
生の一つの側面である。この数字は学校分類間で差があり、「普通科Ⅰ」は80.4％と高い。全体では
約半数、男子だけだと約６割の生徒が、「学校へは部活をするために来ている」と答えている。そ
の意味で、生徒を学校へと向かわせるものとして、部活動の力は大きい。全体として、「普通科Ⅰ」
では、勉強や部活を登校目的にあげている割合が高く、「専門学科」では「学校へは他に行くところ
がないのでとりあえず来ている」とする回答が多かった。

２－３　授業について
　教師からみれば、授業は学校生活の中で最も重要な部分である。この授業に、生徒はどのような
評価をしているのだろうか、それをみたのが表13である（数値は「とてもよくあてはまる」＋「やや
あてはまる」の割合）。
　全体の66.8％が「授業はわかりやすい」と答えている。「予習をする」は20.2％と必ずしも多くはな
いが、「授業にまじめに参加する」には80.7％が、「ノートをきちんととる」には91.0％が、それぞれ
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表15　成績の気になり度（意識）
全体 男 女 普通科Ⅰ  普通科Ⅱ  専門学科

１．たいへん気になる 29.7％ 30.3％ 29.1％ 37.6％ 30.8％ 24.2％
２．かなり気になる 21.5％ 22.1％ 21.1％ 25.2％ 22.8％ 18.5％
３．少し気になる 36.9％ 33.5％ 39.7％ 26.6％ 35.8％ 43.7％
４．気にならない 11.9％ 14.1％ 10.1％ 10.6％ 10.6％ 13.6％

表16　成績について（行動）
全体 男 女  普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．少しでも成績を上げるようにしたい 53.1％ 51.0％ 54.9％ 68.0％ 59.5％ 39.6％
２．仲間についていけるぐらいにしたい 14.2％ 14.3％ 14.0％ 12.5％ 13.7％ 15.5％
３．せめて欠点だけはとらないようにしたい 32.0％ 33.6％ 30.7％ 19.1％ 26.6％ 43.7％
４．成績のことはどうでもよく、留年す

るようなことになってもかまわない  0.7％  1.0％  0.4％  0.4％  0.2％  1.2％

表17　人気のある先生について
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．知識の豊富な先生 67.2％ 67.3％ 67.1％ 75.3％ 62.9％ 65.7％
２．ユーモアのある先生 93.0％ 92.5％ 93.4％ 97.5％ 93.8％ 89.8％
３．きびしい先生 23.7％ 23.4％ 23.9％ 22.8％ 20.8％ 26.5％
４．えこひいきしない先生 72.0％ 68.9％ 74.5％ 75.6％ 76.1％ 66.8％
５．親身になって考えてくれる先生 87.6％ 83.9％ 90.6％ 92.4％ 88.1％ 84.4％
６．授業に熱心な先生 64.2％ 60.5％ 67.1％ 73.2％ 63.8％ 59.0％
７．よく話を聞いてくれる先生 89.5％ 85.2％ 92.9％ 93.7％ 89.9％ 86.6％

「あてはまる」と答えている。高校生にとって、授業に真面目に参加するとは、「予習をする」レベ
ルではなく、「ノートをきちんととる」レベルであることがわかる。「授業には満足できる」に「あて
はまる」と答えた生徒は、半数強の55.2％にとどまっている。
　次に、授業の理解度や成績への関心についてみてみよう。表14は「授業の理解度」について尋ね
た結果である。全体からみると、「半分くらいわかる」とする回答がもっとも多く44.3％、「７割く
らいわかる」33.3％、「３割くらいわかる」12.8％と続いている。全体として「普通科Ⅰ」「普通科Ⅱ」
「専門学科」の順に、「わかる」と回答した生徒の割合が高い。逆にいえば、「専門学科」では、授業
が理解できないという回答が多くなっている。
　表15は、成績が気になるかどうかを尋ねたものである。成績が「たいへん気になる」、「かなり気
になる」と答えた生徒はあわせて51.2％である。全体としてみると、「少し気になる」がもっとも多
くて36.9％であった。成績が気になる生徒の割合は「普通科Ⅰ」に多く、「専門学科」で少なかった。
　表16は、そうしたことを前提として、成績を上げたいと思っているかどうかを尋ねた結果であ
る。４択問題で「少しでも成績を上げるようにしたい」と思っている生徒は53.1％、「仲間について
いけるぐらいにしたい」14.2％、「せめて欠点だけはとらないようにしたい」32.0％である。「普通科
Ⅰ」では、「少しでも成績を上げるようにしたい」との回答が約７割であるのに対して、「専門学科」
では「せめて欠点だけはとらないようにしたい」が43.7％にも達している。その意味で、「専門学科」
の生徒には、成績について「少しでも成績を上げるようにしたい」と思っている生徒と、「せめて欠
点だけはとらないようにしたい」と思っている生徒との、二極化がみられる。

２－４　教師について
　学校という空間であるからには、生徒はいやでも教師と関わっていかなければならない。一般的
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表18　校則について
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．校則を守るのは高校生として当然である 75.7％ 79.9％ 72.4％ 78.7％ 76.4％ 73.5％
２．校則を守るのは先生から悪く見られないためだ 56.6％ 56.7％ 56.4％ 58.1％ 56.8％ 55.4％
３．校則を守れば、就職や進学に有利になる 74.9％ 72.4％ 76.9％ 62.8％ 73.9％ 82.7％
４．校則をよく守る人はそうでない人よりも尊敬できる 53.9％ 55.2％ 52.9％ 53.3％ 51.8％ 55.8％
５．校則は生徒自身の意見を尊重して作られるべきだ 77.8％ 75.4％ 79.7％ 80.3％ 74.4％ 78.8％

表19　校則認知度
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．とてもよく知っている 　2.6％ 　3.1％ 　2.2％ 　2.7％ 　2.1％ 　2.9％
２．まあまあ知っている 58.4％ 53.6％ 62.4％ 54.8％ 56.4％ 62.0％
３．あまりよく知らない 36.4％ 39.5％ 33.9％ 39.8％ 38.3％ 32.9％
４．全く知らない 　2.7％ 　3.8％ 　1.6％ 　2.7％ 　3.3％ 　2.2％

表20　校則遵守度
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．とてもよく守っている 12.1％ 14.3％ 10.3％ 10.4％ 13.4％ 12.2％
２．まあまあ守っている 73.5％ 72.4％ 74.4％ 74.8％ 74.9％ 71.7％
３．あまり守っていない 12.8％ 11.7％ 13.7％ 13.3％ 10.7％ 14.1％
４．全く守っていない 　1.6％ 　1.5％ 　1.5％ 　1.4％ 　1.0％ 　2.1％

には、学校生活が充実するためには、教師との信頼関係を良好に保つことが重要である。そうし
た観点から、表17は「人気のある先生」について尋ねた結果である。これをみると、知識が豊富で、
きびしく、授業熱心な先生よりは、ユーモアがあり、ひいきせず、親身になって考えてくれ、ま
た、よく話を聞いてくれる先生に人気があることがわかる。「人気」という点から考えると、彼ら
が学校の教師に期待しているのは、授業という側面よりも、自分たちを受け入れてくれることや、
相談相手になってくれることであるようだ。こうした先生に対する支持は、男子よりも女子に多
い。
　「専門学科」の生徒では「きびしい先生」に対する人気が、若干ではあるが高くなっている。もの
づくりをめざす専門学科の生徒にとって教師は、徒弟制で言うならば「親方」のような存在であり、
場面によっては教師の言うことは絶対的なところがある。それに対して反発することもあるが、厳
しいところはあって然るべきと受け入れているのだろうか。

２－５　校則について
　校則について、現代の高校生はどのように思っているのであろうか、これをまとめたものが表18
である。全体の75.7％が「校則を守るのは高校生として当然である」と答えている（「とてもそう思
う」＋「そう思う」の割合）。また、74.9％が「校則を守れば、就職や進学に有利になる」と答えてお
り、校則を守ることは、進路などの面で現世的利益があると考えていることがわかる。この項目に
ついては学校分類間で大きな差がある。就職者の割合が高い「普通科Ⅱ」、「専門学科」の生徒では、
それぞれ73.9％、82.7％が「そう思う」と答えている。「普通科Ⅰ」では62.8％に過ぎなかった。これ
については、大学入試において推薦入学が拡大している現実があり、また、学校側の指導方針が表
れているとも解釈できよう。
　「校則は生徒自身の意見を尊重して作られるべきだ」という意見に対しては「普通科Ⅰ」80.3％、
「普通科Ⅱ」74.4％、「専門学科」78.8％が、「そう思う」と答えている。生徒は、自分たちが参画して
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表21　高校選択について
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．はじめから現在の学校・学科を希望していた 45.4％ 44.1％ 46.5％ 54.3％ 37.8％ 45.8％
２．現在の学校の別の学科を希望していた  7.8％  8.5％  7.3％  6.4％  5.5％ 10.4％
３．別の学校の現在と同じ学科を希望していた 18.1％ 19.0％ 17.4％ 22.5％ 30.3％  6.3％
４．別の学校の別の学科を希望していた 16.5％ 14.4％ 18.3％ 10.0％ 14.8％ 21.7％
５．特に行きたい学校はなく、どの学校でもよかった 10.7％ 12.5％  9.0％  6.8％ 10.6％ 13.0％
６．本当は高校に行きたくなかった  1.5％  1.5％  1.5％  0.0％  1.0％  2.8％

表22　高校選択決定理由
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．家に近いから 14.1％ 14.2％ 14.0％ 15.8％ 16.3％ 11.4％
２．親や先生などまわりの人がすすめたから  9.6％  9.2％  9.9％  7.3％  9.6％ 11.0％
３．学費の経費が安いか  2.7％  3.3％  2.2％  2.1％  2.6％  3.0％
４．自分の学業成績を考えて 33.7％ 30.7％ 36.1％ 36.9％ 38.6％ 28.0％
５．自分の才能、適性を考えて 12.0％ 11.8％ 12.2％  9.3％ 10.6％ 14.7％
６．就職に有利だから  7.0％  9.4％  5.1％  1.3％  1.3％ 14.7％
７．大学進学に有利だから  4.9％  4.7％  5.0％ 12.1％  3.7％  1.5％
８．他の学校に合格できなかったから  2.4％  2.9％  2.0％  1.3％  2.1％  3.3％
９．学校の伝統や評判がよいから  3.2％  3.1％  3.2％  5.6％  2.7％  2.1％
10．友だちが行くから  2.3％  3.1％  1.6％  2.2％  3.0％  1.9％
11．その他  8.2％  7.6％  8.6％  6.2％  9.5％  8.4％

校則をつくりたいと考えていることがわかる。
　では、自分たちが所属している高校の校則について、実際どの程度知っており、守っているのだ
ろうか。これらについてまとめたのが、表19と表20である。
　校則の内容についてはまあまあ知っており、まあまあ守っているという姿勢が見受けられる。表
19をみると、「まあまあ知っている」58.4％、「あまり知らない」36.4％となっている。「知っている」
をみると、「専門学科」で割合が高く、それだけ指導がなされていると解釈することができよう。
また、遵守度をみると「まあまあ守っている」73.5％、「あまり守っていない」12.8％、「とてもよく
守っている」12.1％となっている。
　調査結果から少し離れるが、各学校で月一回行われている服装検査がある。これは生徒と教師が
月に一度、服装の “目合わせ”をする機会であると考えている。確かに、服装検査が終わるとスカー
トを短くしたり、シャツを出したりして、さっきの服装検査は何だったのかと思うことがある。し
かし、服装検査の時に正規の服装を自らさせることで、日常は違反していることを彼ら自身に自覚
させるという意味合いがある。あまり厳しくすれば、生徒も反発するし、教師のエネルギーも相当
なものが必要である。その意味では、生徒の自覚を促す儀式とでもいえようか。これからは、全国
的に携帯電話の校内持ちこみが禁止される傾向にある。香川県にとっても例外ではない。しかし、
このルールの徹底は果たして可能だろうか。教師と生徒がほどほどのところで折り合えるルールを
確立していかないと、それこそ教師の側に徒労感だけが残るということにもなりかねない。

２－６　高校選択について
　今の高校を選ぶにあたってどのような思いがあったのだろうか。そして、最終的に現在の高校を
選んだ理由は何だったのだろうか。それをまとめたのが表21と表22である。
　高校選択についてみると、「はじめから現在の学校・学科を希望していた」と答えた生徒は、全
体では45.4％にとどまる。逆に言えば、半数以上の生徒は、必ずしも第一志望ではなかったという
ことになる。この数値は「普通科Ⅱ」では37.8％と、特に低くなっている。その分、「別の学校の現
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表23　卒業後の進路希望
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．４年制の国・公立大学 32.8％ 37.4％ 29.1％ 68.0％ 37.5％ 　8.3％
２．４年制の私立大学 15.0％ 16.2％ 14.0％ 18.7％ 21.2％ 　8.1％
３．短期大学 　6.9％ 　1.8％ 11.0％ 　2.3％ 　7.3％ 　9.3％
４．専修学校・各種学校 20.0％ 13.7％ 25.2％ 　8.0％ 22.0％ 25.7％
５．就職 22.6％ 27.8％ 18.5％ 　2.3％ 　9.1％ 45.0％
６．その他 　2.7％ 　3.3％ 　2.2％ 　0.8％ 　2.9％ 　3.6％

表24　将来の生活にとって重要なもの
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．高い収入が得られること 92.6％ 94.1％ 91.4％ 90.4％ 94.3％ 92.7％
２．会社の中で高い地位につけること 53.6％ 64.6％ 44.7％ 52.7％ 56.2％ 52.3％
３．収入が安定していること 97.9％ 97.2％ 98.5％ 98.8％ 97.7％ 97.6％
４．社会や人のためになること 82.3％ 80.0％ 84.3％ 86.0％ 82.9％ 79.7％
５．清く正しくくらすこと 79.5％ 77.9％ 80.9％ 84.8％ 79.0％ 76.7％
６．自分の家族や家庭生活を大切にすること 96.2％ 95.6％ 96.6％ 97.7％ 96.1％ 95.3％
７．自分の思い通りに自由にできること 74.1％ 77.6％ 71.1％ 79.1％ 73.0％ 71.9％
８．自分の能力が発揮できること 93.0％ 92.1％ 93.7％ 94.9％ 93.2％ 91.7％
９．休日・休暇が多いこと 72.1％ 76.6％ 68.6％ 71.5％ 69.2％ 74.7％
10．自分の趣味にあったくらしができること 94.6％ 94.1％ 95.0％ 96.1％ 93.0％ 94.9％
11．他人との人間関係を大切にすること 95.1％ 93.5％ 96.3％ 96.5％ 94.5％ 94.7％

在と同じ学科を希望していた」（30.3％）が多くなっている。偏差値体制の現状では仕方のないこと
で、高校間格差の現状を反映していると言えよう。
　専門学科の45.8％は、「はじめから現在の学校・学科を希望していた」と答えている。「特に行
きたい学校はなく、どの学校でもよかった」の項目については、普通科Ⅰの6.8％、普通科Ⅱの
10.6％、専門学科の13.0％が「そう思う」と答えており、「本当は高校に行きたくなかった」と答えた
生徒とともに、この生徒たちをどのように指導していくかが、高校教育の大きな課題であることが
わかる。
　このように、どこの学校でもよかった、本当は高校など行きたくはなかったという回答も10％強
みられるものの、大部分の生徒は進学に何らかの理由をみつけ、意味づけをしていることも事実で
ある。高等学校の選択の理由として、全体の33.7％が「自分の学業成績を考えて」と答えている。学
校選択の理由は学校分類間で様相が異なり、専門学科の生徒には、「就職に有利だから」「自分の才
能、適性を考えて」「親や先生などまわりの人がすすめたから」の項目を選択した者が相対的に多い。
「家に近いから」をあげている生徒の割合も14.1％と決して小さくはない。小学校、中学校と近くの
学校へ通うのが当たり前だった生徒たちにとって、高校選択に際しても「家に近い」ということが
理由のひとつになっているということであろうか。また、普通科Ⅱの生徒は、「その他」の理由と
して部活動をあげる者が多かった。

２－７　高校卒業後の進路について
　高校卒業後の進路意識が、彼らの今の生活に影響を及ぼしていると考えられる。そこで卒業後の
進路希望について尋ねた結果が、表23である。予想通り、「普通科Ⅰ」では「４年制の国・公立大学」
を希望している者が68％と圧倒的に多く、「専門学科」では「就職」が45％と多い。
　ここで注目したいのは普通科Ⅱである。90％の生徒が進学を希望しており、「国公立大学」への
進学を希望している者も37.5％と相対的に多い。他方で「専修学校・各種学校」への進学希望者も
22.0％と少なくない。卒業後の進路という点では、高等学校の性格が曖昧になっているといえよ
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表25　はやく大人(おとな)になりたいか
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．そう思う 30.9％ 29.1％ 32.4％ 28.7％ 30.8％ 32.2％
２．そうは思わない 35.6％ 37.9％ 33.7％ 37.8％ 35.1％ 34.7％
３．どちらともいえない、わからない 33.5％ 33.1％ 33.9％ 33.5％ 34.1％ 33.2％

表26　早く大人になりたい理由
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．勉強しなくてよいから 13.9％ 12.7％ 14.8％ 11.7％ 12.8％ 15.8％
２．好きな遊びが何でもやれるから 11.4％ 13.5％ 　9.8％ 　9.4％ 11.7％ 12.1％
３．やりたい仕事に早くつきたいから 27.1％ 27.4％ 26.8％ 30.5％ 27.9％ 24.7％
４．早く一人前に扱ってほしいから 　7.0％ 　7.2％ 　6.9％ 　7.8％ 　9.5％ 　4.9％
５．父や母に楽をさせたいから 14.6％ 16.5％ 13.2％ 14.8％ 11.7％ 16.6％
６．欲しいものが自由に買えるから 11.2％ 10.5％ 11.7％ 12.5％ 　8.4％ 12.6％
７．その他 14.8％ 12.2％ 16.7％ 13.3％ 17.9％ 13.4％

表27　早く大人になりたくない理由
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．大人になると、働かなくてはいけないから 　8.3％ 　9.8％ 　7.0％ 　8.3％ 　7.7％ 　8.8％
２．子どもでいるほうが楽だから 31.2％ 31.7％ 30.5％ 33.9％ 32.2％ 28.7％
３．大人になっても、特にやりたいことも

ないし、夢もないから
　7.4％ 　9.5％ 　5.5％ 　5.6％ 　8.2％ 　8.1％

４．大人になって、仕事や家のことをちゃ
んとやっていける自信がないから

14.2％ 10.8％ 17.4％ 12.8％ 15.9％ 14.0％

５．まわりの大人をみていると、ずるい人
や自分勝手な人が多いから

11.8％ 13.0％ 10.8％ 11.1％ 　8.2％ 15.1％

６．大人になることが何となく不安だから 18.9％ 16.2％ 21.5％ 18.9％ 20.7％ 17.6％

う。表８でみたように、「普通科Ⅱ」では、平日、授業以外に勉強する時間が「０時間」と答えた生
徒の割合が、28.3％もある。その意味で、大学入試の形態が多様化し、進学の準備をしなくても大
学に入れる現状を、このデータは物語っているといえよう。

２－８　高校生の将来展望
　現代の高校生は将来についてどのような展望を持っているのだろうか。表24は「高い収入が得ら
れること」「会社の中で高い地位につけること」など11の項目について、どの程度重要かを尋ねた
結果である (数値は「とても重要」＋「やや重要」の割合 )。
　95％以上の生徒が、「重要である」と回答した項目には「収入が安定していること」（97.9％）、「自
分の家族や家庭生活を大切にすること」（96.2％）、「他人との人間関係を大切にすること」（95.1％）
の３つがあり、90％以上の生徒が重要であると回答した項目には、この３つに加えて「自分の趣味
にあったくらしができること」「自分の能力が発揮できること」「高い収入が得られること」が加わ
る。これに対して「会社の中で高い地位につけること」は、「重要である」とした回答が53.6％であ
り、11の項目のなかでは最も少なかった。「清く正しくくらすこと」「自分の思い通りに自由にでき
ること」「休日・休暇が多いこと」の３項目については、７割台の生徒が「重要である」と答えている。
　データを男女別にみると、「会社の中で高い地位につけること」「休日・休暇が多いこと」では、
男子において「重要である」と回答した生徒の割合が高く、ジェンダーの問題を背後にみることが
できる。また、「重要である」とする割合を学科別にみると、「社会や人のためになること」「清く
正しくくらすこと」などの項目において「普通科Ⅰ」が高く、「専門学科」において低いという傾向が
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表28　塾・習い事等について
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．学習塾・予備校に通っている 20.1％ 20.9％ 19.5％ 41.1％ 25.9％ 　3.4％
２．通信教育をしている 　6.1％ 　4.8％ 　7.2％ 14.3％ 　5.5％ 　1.7％
３．家庭教師に習っている 　3.0％ 　3.0％ 　2.9％ 　3.9％ 　3.4％ 　2.1％
４．習い事をしている 10.7％ 　5.7％ 14.8％ 16.2％ 11.4％ 　6.9％

計　　 39.9％ 34.4％ 44.4％ 75.5％ 46.3％ 14.1％

みられた。
　高校生は〈マージナルマン＝境界人〉である。まだ大人ではないし、そうかといって子どもでも
ない。こうした曖昧な立場にある高校生は、大人になることをどのようにみているのだろう。この
ことについて尋ねた結果が、表25である。
　これをみると、「そう思う」「そうは思わない」「どちらともいえない、わからない」の三つの意
見がほぼ均等に分れている。男女別にみると、女子のほうが「そう思う」の割合が高く、はやく「大
人」になりたいと思っていることがわかる。また、学校分類別にみると、進学希望者が多い普通科
Ⅰでは、「そうは思わない」を選択した生徒の割合が高く、早く大人になりたいと思っていない生
徒の割合が高い。
　この、「はやく大人になりたい（なりたくない）」という意識は、どこから来るのだろうか。はや
く大人になりたい（なりたくない）理由が、表26と表27である。
　「早く大人になりたいと思う理由」として一番多いのは「やりたい仕事に早くつきたいから」
（27.1％）というものであった。これを学校分類別に見ると、「普通科Ⅰ」では30.5％であるのに対し
て、「専門学科」では24.7％となっている。はやく就職していく可能性の高い専門学科において選択
の割合が低く、少し奇妙な感じがしないでもない。続いて選択の多いのは、「父や母に楽をさせた
いから」14.6％、「勉強しなくてよいから」13.9％であった。
　他方、「早く大人になりたいと思わない理由」として、一番多いのは「子どもでいるほうが楽だか
ら」（31.2％）である。これに続くのは「大人になることが何となく不安だから」（18.9％）、「大人に
なって、仕事や家のことをちゃんとやっていける自信がないから」（14.2％）であった。

２－９　塾・習い事等について
　いまや塾通いは、日本の子どもたちにとっての日常風景である。そこで、香川県の高校生が塾や
予備校にどのくらいの割合で通っているかを尋ね、この結果をまとめたのが表28である。全体をみ
ると「学習塾・予備校に通っている」20.1％、「通信教育をしている」6.1％、「家庭教師に習っている」
3.0％、「習い事をしている」10.7％、全体で約40％であった。
　男女を比べると、女子は「習い事をしている」割合が、男子の5.7％に対して14.8％と高い。また、
高校の類型によっても大きく異なっており、いずれの項目をみても「普通科Ⅰ」が多く、「普通科Ⅱ」
「専門学科」の順に少なくなっている。合計欄をみればわかるように、「普通科Ⅰ」では75.5％が塾・
習い事等をしているのに対して、「専門学科」でのこの割合は14.1％に過ぎない。つまり、学校外教
育という視点でみると、普通科Ⅰの生徒は多くの教育支出をしており、専門学科の生徒の教育支出
は少なくなっている。その点で、格差社会を反映している可能性もある。アンケートでは、どのよ
うな習い事をしているのか記述してもらった。代表的なものは、ピアノ、書道・硬筆、英会話であ
る。その他にも、ダンス、テニス、太極拳、茶道など幅広い活動内容があがってきた。
　「学習塾・予備校に通っている」について、もう少し詳しくみてみよう。全体の20％が「学習塾・
予備校に通っている」が、ここでも学校分類間で大きな差がある。「普通科Ⅰ」では41.1％、「普通科
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表29　塾や予備校の評価(そう思うの割合)
全体 男 女 普通科Ⅰ 普通科Ⅱ 専門学科

１．塾・予備校の授業はよくわかる 93.9％ 95.1％ 93.0％ 94.6％ 93.8％ 90.6％
２．塾・予備校の授業はおもしろい 74.9％ 75.3％ 74.5％ 78.1％ 69.8％ 81.3％
３．塾・予備校のほうが学校よりも勉強にうちこめる 81.5％ 85.7％ 77.8％ 81.1％ 80.9％ 87.5％
４．塾・予備校のほうが学校よりも質問しやすい 87.8％ 90.6％ 85.4％ 86.1％ 88.9％ 93.3％
５．塾・予備校の先生と気楽に話せる 87.6％ 89.6％ 85.8％ 87.1％ 87.0％ 93.8％
６．塾・予備校の先生は尊敬できる 74.9％ 76.2％ 73.6％ 73.5％ 73.5％ 90.6％
７．塾・予備校では友だちと深くつきあえる 56.6％ 67.4％ 47.6％ 57.7％ 54.0％ 62.5％

Ⅱ」では25.9％、「専門学科」ではわずか3.4％となっている。この「学習塾・予備校に通っている」と
答えた388名に、学習塾・予備校についてどのように思っているか尋ねた結果が、表29である。「塾・
予備校のほうが学校よりも勉強にうちこめる」という項目に、全体の81.5％が「そう思う」と答えて
いる。また、「塾・予備校のほうが学校よりも質問しやすい」についても、87.8％が「そう思う」と
答えている。これらについては、同じ目的で集まった者を少人数に分けた環境なので、「そう思う」
と答えて当然かもしれない。しかし、「塾・予備校の授業はよくわかる」「塾・予備校の授業はおも
しろい」は授業の質に関するものである。それらについて、それぞれ93.9％、74.9％が「そう思う」
と答えている。もちろんこれらについても、環境面が大きく関与していることは事実であろう。し
かし、この値の大きさは決して見逃せるものではない。高校生が、塾や予備校の教師に高い評価を
与えるのはなぜか、高校側としても研究してみる価値がありそうだ。
　また、「塾・予備校の先生と気楽に話せる」についても全体の 87.6％、「普通科Ⅰ」の87.1％、「普
通科Ⅱ」の87.0％、「専門学科」の93.8％が「そう思う」と答えている。表11でみたように、「気軽に話
し合える先生が多い」について、「そう思う」と答えた生徒は51.5％にすぎなかった。このことから、
学校の教師と、塾・予備校の教師とでは、生徒からの距離が質的に違うのかもしれない。いずれに
しても、先生と生徒との (心理的 )距離という点では、学校と塾・予備校ではかなりの差があるよ
うに思われる。教育の市場化が進展するにつれて、教職のサービス化が進んでいく。そうした中
で、塾・予備校の教師の方が「サービス業としての教師」に徹しているという側面があるのではな
いだろうか。

［付記］
　本論文「情報化・消費社会のなかの高校生」は紙幅の関係上、（上）（下）に二分割している。した
がって、図表等の番号は（上）（下）で通しとした。また、「注」についても（上）（下）で通しとし、（下）
の末尾にまとめて表示している。
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